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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
政
府
に
よ
る
我
が
国
の
領
海
幅
設
定
と
一
九
六
〇
年
の
日
米
安
全
保
障
条
約
改
定
に
際
し
た

い
わ
ゆ
る
「
核
持
ち
込
み
密
約
」
と
の
関
連
性
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
政
府
に
よ
る
我
が
国
の
領
海
幅
設
定
と
一
九
六
〇
年
の
日
米
安
全
保
障
条
約
改
定
に
際

し
た
い
わ
ゆ
る
「
核
持
ち
込
み
密
約
」
と
の
関
連
性
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

宗
谷
海
峡
、
津
軽
海
峡
、
対
馬
海
峡
東
水
道
、
対
馬
海
峡
西
水
道
及
び
大
隅
海
峡
の
五
つ
に
係
る
領
海
の
幅
を
三
海
里
と

し
て
い
る
の
は
、
海
洋
国
家
及
び
先
進
工
業
国
と
し
て
、
国
際
交
通
の
要
衝
た
る
海
峡
に
お
け
る
商
船
、
大
型
タ
ン
カ
ー
等

の
自
由
な
航
行
を
保
障
す
る
こ
と
が
総
合
的
国
益
の
観
点
か
ら
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

二
に
つ
い
て
で
挙
げ
た
五
つ
の
海
峡
以
外
に
、
我
が
国
の
海
峡
で
、
領
海
及
び
接
続
水
域
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
二

年
法
律
第
三
十
号
）
第
一
条
の
規
定
を
適
用
せ
ず
、
そ
の
領
海
の
幅
を
三
海
里
と
し
て
い
る
も
の
は
な
い
。

五
か
ら
八
ま
で
に
つ
い
て

外
務
省
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
「
二
名
」
等
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。

一



九
か
ら
十
三
ま
で
に
つ
い
て

外
務
省
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
記
事
は
承
知
し
て
い
る
が
、
お
尋
ね
の
「
証
言
」
の
内
容
等
に
つ
い
て
承
知
し
て
お
ら
ず
、

お
尋
ね
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
二
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
五
つ
の
海
峡
に
係
る
領
海
の
幅
を
三
海
里
と
し
て
い
る
の
は
、
海
洋
国
家

及
び
先
進
工
業
国
と
し
て
、
国
際
交
通
の
要
衝
た
る
海
峡
に
お
け
る
商
船
、
大
型
タ
ン
カ
ー
等
の
自
由
な
航
行
を
保
障
す
る

こ
と
が
総
合
的
国
益
の
観
点
か
ら
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
六
号
。
以
下
「

日
米
安
保
条
約
」
と
い
う
。
）
の
下
で
の
核
兵
器
の
持
込
み
に
関
す
る
事
前
協
議
制
度
に
つ
い
て
の
日
米
間
の
合
意
は
、
日

米
安
保
条
約
第
六
条
の
実
施
に
関
す
る
交
換
公
文
及
び
い
わ
ゆ
る
藤
山
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
口
頭
了
解
が
す
べ
て
で
あ
り
、
秘

密
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
こ
の
他
に
何
ら
か
の
取
決
め
が
あ
る
と
い
う
事
実
は
な
い
。

二


